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自己評価
評価説明 評価信頼される学校づくり
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職員 生徒 保護者 職員 生徒 保護者

評価項目及び 評価指標

学校はいつもきれいで気持ちがいい。

学校は各種便りなどから、学校の経営方針は
よく理解している。

学校は学校行事や授業参観等、保護者の来校
する機会を多く設けている。

〇毎日の清掃時間の取組
や部活生による朝の清掃
活動など環境美化に努め
た。
〇スクリレ等の活用によ
り、保護者への連絡がス
ムーズに行えている。
〇定期的な教育相談週間
の実施やＳＣとの連携に
より、生徒理解に努める
ことができた。
〇生徒会や生活委員会、
保護者との連携により、
服装容姿などの意識向上
に努めることができた。
▼授業参観週間などを実
施し、保護者の来校する
機会を設けたが課題が
残った。

場に応じた正しい言葉遣いについて指導して
いる。

教育相談・健康相談を行い、生徒理解に努め
ている。

学校は、いじめ等がなく安心できる場所であ
る。

学校は、危機意識について計画的に指導して
いる。

学校は、安全指導や安全管理を行い、安全を
確保している。

服装や容姿など身だしなみについて、きちん
と指導している。

B

当番活動や諸係活動に最後まで責任を持って
取り組ませている。

一人一人の良さを見つけ、認めて励ます教育
に努めている。

生徒理解に基づいた生徒指導体制が確立さ
れ、共通理解・共通実践が行われている。

電子黒板等のＩＣＴやの活用・教材・教具の
工夫をしている。

家庭学習が習慣化するよう指導している。
（授業と連動した宿題の提示やプランノート
の取組）

思考したことを書く活動、他者と話す・聞く
活動等、言語活動の充実を図っている。

〇生徒支援部会と学年終礼
の充実した取り組みで、共
通理解が図られるなど生徒
指導体制が充実している。
〇全職員協力のもと計画的
な道徳の授業が展開されて
いる。
▼キャリア教育の充実に向
けて、各学年間の連携体制
の充実が必要である。
▼班活動などにおいて、生
徒の積極的に参加する意識
を高める必要がある。

B

キャリア教育を意識した学習が進められ、夢
や希望を育む指導を実施している。

給食指導を含め、年間指導計画に基づいた食
育を推進している。

〇黙想や立腰、ベル始業
などの学習規律や授業に
おける共通実践(めあ
て・まとめ・振り返り)
がしっかり行われてい
る。
▼プランノートの導入を
開始し、学習計画を立て
て家庭学習に取り組むこ
と進めてきたが定着には
まだまだ課題がある。
▼言語活動の充実につい
ては、教師と生徒間で意
識の差がみられる。

B

班活動に取り組ませて、学級活動、生徒会活
動、委員会活動を充実させている。

学校行事等を工夫するなど、楽しい学校づく
りに努めている。

黙想・立腰（正しい姿勢）・ベル始業の徹底
を意識して率先垂範している。

成果と課題
〇服装容姿など身だしなみへの意識が生徒(94.3％)保護者(94.4％)共にと
ても高い。
〇当番活動や諸活動において最後まで責任をもって取組んでいる生徒が
(93.3％)と高く、自主的に取組んでいることがわかる。
▼プランノートを活用し学習計画を立てることや家庭学習の習慣化にはま
だまだ課題が残る。
▼保護者が来校する機会を設け、来校しやすい取組みをどのように計画し
ていくか。

次年度に向けての対応策
・今年度スタートしたプランノートの意義について、再度生徒や
保護者にしっかりと伝え、家庭学習の習慣化を図る。
・学校行事の計画や実施方法について、再考し保護者が来校しや
すい取組にしていく。また、授業参観についても週間の方法や内
容を検討していく。

年間指導計画に沿った道徳の授業を実施して
いる。

確かな学力

学習計画を立てて(目標をもって)取り組ませ
ている。

授業ではめあてが示せされ、今日学習すべき
ことがを意識して授業が行われている。

めあてと正対したまとめやふり返りを意識し
た指導を実施している。

豊かな心と健やかな体

あいさつ・返事（語先後礼）を意識して生徒
に対応している。

学習用具の準備や片付け、整理整頓を常に意
識して指導している。


